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 「アメリカン・バレエ」というフレーズは現在、

G・バランシン（George Balanchine, 1904-1983）

の作品や J・ロビンズ（Jerome Robbins,1918-

1998）、A・チューダー（Antony Tudor，1908 -1987）

の作品に対して使われる。「抽象バレエ」と評され

るバランシンから「心理バレエ」と評されるチュ

ーダーまで、「アメリカン・バレエ」はあらゆる特

徴を内包する。ここでは「アメリカン・バレエ」

のレッテルを貼る作業には、雑多なものを統合す

る力があると考える。「アメリカン・バレエ」とい

う名付けがアメリカらしいバレエ
．．．．．．

という括りを

作ることで、雑多なものをバレエとして人々に認

識させる事態が起こったのである。 

「アメリカン・バレエ」の成立について、ここで

は L・カースティン（Lincoln Kirstein,1907-1996）

をバランシンの美学を擁護した人物としてでは

なく、アメリカのバレエをバレエの美学の範疇で

論じることができるように整備した人物として

捉え直したい。バランシンが作ったアメリカをテ

ーマにした作品や素早い動きを持つ作品は「アメ

リカン・バレエ」のわかりやすい例であるが、カ

ースティンは、これらが発表された時代には既に

アメリカのバレエとロシアのバレエを意図的に

区別しようとしている。1938 年に「ロシア人によ

る脅迫とアメリカバレエの不遇 1」を論じ、『バレ

エ・インペリアル』（Ballet Imperial,1941）につ

いては「アメリカのバレエではない。アメリカの

カンパニーが踊るロシアのバレエだ 2」と論じた

ように、アメリカらしさとロシアらしさを区別す

るのである。 

1951 年にカースティンは「アメリカン・バレエ」

を以下のように論じている。「アメリカのレパー

トリーは（中略）新しいリズム、新しいハーモニ

ー、音における形の新しいバランスにおいて、現

代の最も優れた専門家の研究および発明から利
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益を借りている。（中略）私たちはポピュラー音楽

とダンスフォームについてのキャラクターダン

スには豊かさを持ち、これにはジェローム・ロビ

ンスという一人の貢献がある 3」。この文章ではこ

こより以前に「派手なシャープさ」や「素早い動

き」についても、「アメリカン・バレエ」の特徴と

して論じられている。この文章の前半部分では動

きの素早さといった時間感覚を論じているにも

かかわらず、後半の結論部分では「アメリカン・

バレエ」が他ジャンルとの融合を可能にする新た

なスタイルであることについて、ロビンスを例に

論じる。 

これを見るとカースティンが論じる「アメリカ

ン・バレエ」に実際に横たわる共通項は曖昧で捉

え難い。しかし、ここで注目しておきたいことは、

カースティンがバランシンからロビンスまで共

通項が曖昧なそれらを「アメリカン・バレエ」と

名付けたという事実である。 

「アメリカン・バレエ」というレッテル貼りは、

バランシンやロビンスの作品を単独で特異なダ

ンスではなく、ロシアの様式からは外れているも

のの「アメリカ風のバレエ」として受容できると

いう見方を引き起こした。 

ヨーロッパのバレエ評はアメリカン・バレエ・シ

アター 4の団員が踊るダンスについて、（たとえク

ラシックの作品であっても）「アメリカのバレエ」

的踊り方だと評した。一方で、現代的なテーマに

回帰することがアメリカのバレエの特徴とする

ものもある 5。これまでヨーロッパやロシアで築

かれたバレエの特徴を逸脱する雑多なダンスに

「アメリカン・バレエ」というレッテルを貼るこ

とは、それらをあらためてバレエとして受容する

道筋を提示する作業であった。 

カースティンは、バランシンからロビンスまで

雑多な特徴を持つダンスを“アメリカ”を使って

統率しようとした。そこでは「アメリカン・バレ

エ」というレッテル貼りが効果を示した。この名

付けの作業は、ロシアバレエとは異なる構造、テ

ーマ設定、メソッドのダンスをバレエの範疇とし

て受容させる事態をもたらしたと言えるのであ

る。 
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